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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月6日(2016.1.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
酸化グラファイト粉末と硫黄とを混合する工程と、混合した酸化グラファイト粉末と単体
硫黄とを１２０℃以上で加熱する工程とを含むことを特徴とするカーボン硫黄複合体の製
造方法。
【請求項２】
Ｘ線光電子分光測定のスペクトル強度から求めた前記酸化グラファイト粉末の酸素原子に
対する炭素原子の割合が０．４以上０．６以下である、請求項１に記載のカーボン硫黄複
合体の製造方法。
【請求項３】
前記混合を遊星ボールミルまたは二軸混練機により行う、請求項１または２に記載のカー
ボン硫黄複合体の製造方法。
【請求項４】
薄層グラファイト構造間の空隙に硫黄が充填されている構造を持つカーボン硫黄複合体で
あって、規則構造を持たずに、1000nm2以上の連続領域にわたって導電性炭素と単体硫黄
が融合していることを特徴とするカーボン硫黄複合体。
【請求項５】
Ｘ線光電子分光測定により測定される硫黄の酸化度が０．０５以上０．３０以下である、
請求項４に記載のカーボン硫黄複合体。
【請求項６】
請求項４または５に記載のカーボン硫黄複合体を含有する電気化学素子。
【請求項７】
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請求項４または５に記載のカーボン硫黄複合体を含有するリチウムイオン電池。
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